
オプション複合機

お求め、ご相談は信用とサービスの行き届いた当店へ。

電話のかけ間違いが増えておりますので、番号をよくお確かめのうえおかけください。

エプソンのホームページ epson.jp
各種製品情報、各種ドライバー類の提供、サポート案内などのさまざまな情報を満載したエプソンのホームページです。

050-3155-8655
スマートチャージセンター エプソンのスマートチャージ専用窓口です。

受付時間：月曜日～金曜日　9:00～17:30（祝日、弊社指定休日を除く）
上記電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。

ご導入後のお問い合わせにつきましては、販売店にご相談ください。

エプソンのスマートチャージ 導入検討のご相談

本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接かかわる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計
にご配慮いただいたうえで当社製品をご使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて高い信頼性・安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認のうえ、ご判断ください。

使用限定
について

安全に関するご注意
●ご使用の前に必ずマニュアルを読み、正しくお使いくだ
さい。水、湿気、ほこり、油煙などの多い場所に設置しないで
ください。火災、故障、感電などの原因となることがあります。

複合機に関するご注意
●法律により、その複製を所有するだけでも罰せられる場合がありますのでご注意ください。①国内外で流通する紙幣・貨幣・政府発行の有価証券・国債証券・地方債証券。②未使用の郵便切手・
日本郵便株式会社製ハガキ。③政府発行の印紙類の複製は禁止されています。●著作権の目的となっている書籍・音楽・絵画・版画・地図・映画・図面・写真などの著作物は個人的な、また
家庭内その他これに準ずる限られた範囲内で使用するため以外の複製は禁じられています。●本機は、特定の管理責任者を設けて不正な複製が行われないように運営管理してください。

●ご購入にあたって、エプソンのスマートチャージ取扱販売店に設置、操作指導などを依頼する場合には、商品価格以外に別途費用が発生します。詳しくは、取扱販売店にお問い合わせください。●本製品に関するお問い合わせおよびサポート、カタログ記載内容については、国内限定とさせていただきます。
●カタログ記載内容に関するお問い合わせは、お近くのエプソンのスマートチャージ取扱販売店もしくは弊社にお尋ねください。●本製品（ソフトウェア含む）は日本国内仕様であり、海外での保守および技術サポートは行っておりません。

＊Wi-Fi、WPA、WPA3、Wi-Fi Protected Accessは、Wi-Fi Allianceの登録商標または商標です。＊Microsoft、SharePoint、Windowsは、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。
＊このカタログに掲載している仕様・デザインは、2026年10月1日現在のものです。予告なく変更することもございますのでご了承ください。

●吸湿した用紙は給紙不良/重送/紙詰まり/紙しわ/折れ/印刷品質低下の原因になるため使用せずに、新しい包装紙（パッケージ）から取り出すか、封をして保管していた用紙を使用してください。
●使用しない用紙は、吸湿しないように袋や包装紙に入れ封をしてください。用紙に関するご注意

カタログコード：CLBZLM3A（2026年10月1日現在）

※1：<LM>シリーズ1台あたりの価格です。<LM>シリーズ台数分の購入が必要です。
※2：基本使用料金月額固定（1,100円（税別））のプランもございます。
※3：基本使用料金月額固定（350円（税別））のプランもございます。
※4：＜LM＞シリーズ共通：オプションのG3ファクスボード（PR3FB0）が必要です。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000の場合、本オプションご利用時はファクス回線は最大2回線となります。
※5：ICカードでの認証を行う場合は、対応のカードリーダーが必要です。
※6：サーバー単位の価格です。サーバー台数分の購入が必要です。1サーバーに接続できる機器は100台です。また、期間利用サービスパック1年、3年、4年での料金設定、基本使用料金月額固定（8,000円（税別））のプランもございます。
※7：基本使用料金月額固定（480円（税別））のプランもございます。
※8：＜LM＞シリーズ1台あたりの価格です。＜LM＞シリーズ台数分の購入が必要です。基本使用料金月額固定（1,200円（税別））のプランもございます。
※9：1ライセンスあたりの価格です。１ライセンス１ユーザーで２台のPCまで使用可能です。

本体有償ソリューション

ソリューション名 型番

OCR オプション YS1CR1

赤色消去 YS1AK1

グループ印刷 YS1GP1

IPファクス※4 YS1PF1

スキャン時に検索可能PDFが作成可能となるOCR機能

赤色や赤文字だけを消去してコピーする機能

部数印刷を効率化できる機能

IPネットワーク通信でファクス利用が可能、IPファクス（T.38）

55,000円※1※2

17,500円※1※3

17,500円※1※3

17,500円※1※3

内容 標準価格(税別）

認証印刷オプション

オプション名 型番

Epson Print Admin※5 -

Epson Print Admin Advanced Workflows※5 -

Epson Print Admin Serverless※5 SMCSVLESS

認証印刷オプション（サーバー集約型）、期間利用サービスパック：利用5年

Epson Print Adminの機能拡張オプション

認証印刷オプション（サーバーレス型）

432,000円※6

24,000円※1※7

72,000円※8

内容 標準価格(税別）

Document Capture Pro拡張機能オプション

オプション名 型番

Document Capture Pro Enhanced OCR YA1CR1 Document Capture Pro拡張機能用ライセンス 35,000円※9

内容 標準価格(税別）

受付時間：月曜日～金曜日 9:00～17:30（祝日、エプソン指定休日を除く）

ご導入後のお問い合わせにつきましては、販売店にご相談ください。

左記電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。
エプソンのスマートチャージ 導入検討のご相談

050-3155-8655

エプソンのスマートチャージ
対応モデルの機能について詳細はこちら epson.jp/biz_smc/

エプソンのスマートチャージ
サービス内容について詳細はこちら epson. jp /smc/

＜LM＞シリーズ共通 A3 A4

〒392-8502 長野県諏訪市大和3-3-5〒160-8801 東京都新宿区新宿4-1-6 JR新宿ミライナタワー

エプソンのスマートチャージ

e p s o n . jp / s m c /

カタログ

＜LM＞シリーズについて
詳しく知りたい方はこちら

オフィスを、もっと快適に、
サステナブルに。

※1：印刷速度 A4横片面の場合。※２：印刷速度 A4縦片面の場合。＊●測定基準：ISO/IEC24734●測定データおよび測定条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。

40枚/分※2

40枚/分※160枚/分※1 50枚/分※1A3 複合機

A4 複合機



1 2

削減

※1

脱炭素時代への対応力で、ストレスの少ない使い勝手で、多彩なソリューションで。
時代の変化にスマートに対応するラインアップが、オフィスも人も変えていく。

＜LM＞シリーズ 3つのコンセプト

High performanceEco conscious

Stress free 04

直感的操作
Stress free 05

管理工数削減
Stress free 03

大容量インク
Stress free 02

シンプル構造

BK Y M C

コンパクト
Stress free 01

BK Y M C

オフィスの脱炭素化に、
インクジェットという選択肢を。 誰でも、どんなオフィスでも、使いやすく。

SDGsやESG投資の意識が社会全体で高まり、あらゆる企業で環境対応があたりまえになった今。

今までの「環境意識」を表明する段階から、これからは「環境貢献」という実行動の時代に移り、

中小企業でもオフィスでのより具体的な環境対応が求められています。そんな中、日本では2030年に向けた

温室効果ガスの削減目標として、2013年度に比べ46％削減を目指すことを掲げています。

エプソンのスマートチャージは、レーザープリンターと比べて低消費電力、省資源化を実現。

CO2排出量を最大66％※1削減することができ、脱炭素社会に向けた取り組みへの

第一歩として有効な手段となります。

コンパクト化の実現だけでなく、シンプル構造や大容量インクによるメンテナンスの簡易化、

使いやすいタッチパネルの搭載などで、ご利用者も管理者の方々も、全ての皆様のストレスを軽減。

さまざまな働き方やオフィスにフィットし、生産性をアップさせます。

お使いのレーザープリンターを
エプソンのスマートチャージにかえるだけで

CO2排出量を最大

※1：エプソンのスマートチャージ対応A3複合機各機種のTEC値とENERGY STAR®画像機器基準Version3.0にて定められたTEC基準値で比較した場合の削減比率。
（＜LX＞シリーズは60ppm機、＜LM＞シリーズは40ppm機、＜PX＞シリーズは24ppm機のTEC基準値と比較）

Eco conscious

多彩なソリューションで、
働き方の最前線へ。
多彩なソリューションで、
働き方の最前線へ。

働き方がますます多様化する時代、＜LM＞シリーズは

オフィスを知り尽くした多彩なソリューションで働き方をサポート。

こんな機能が欲しかったという複合機へのニーズを

優れたパフォーマンスで実現し、最前線で働く人々に寄り添います。

High performance

エプソンのスマートチャージの
ソリューションをご提案！

詳細は
こちらから。

エプソンのスマートチャージで実現する環境配慮型オフィス 詳細は
こちらから。

ストレスフリーな働き方に貢献します！
詳細は
こちらから。

Stress free

Stress free
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※1：エプソンのスマートチャージ対応A3複合機各機種のTEC値とENERGY STAR®画像機器基準Version3.0にて定められたTEC基準値で比較した場合の削減比率。
（＜LX＞シリーズは60ppm機、＜LM＞シリーズは40ppm機、＜PX＞シリーズは24ppm機のTEC基準値と比較）
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オフィスの脱炭素化に、インクジェットという選択肢を。
高生産性プリンターながら本体消費電力190W※1以下で、オフィスの節電、CO2削減に貢献します。
＜LM＞シリーズはレーザープリンターに比べて低消費電力・省資源化を実現。＜LM＞シリーズに置き換えるだけで、
プリンター・複合機の消費電力を抑えられます。オフィスで簡単にできる環境貢献のひとつです。

省資源による環境負荷低減
レーザー方式に比べ交換部品点数が少ないシンプルな構造を実現しています。また
インク吐出時に熱を使わないためプリントヘッドの劣化が少なく、交換が不要です。
廃棄物を少なくすることで環境への負荷が低減できます。

エプソンのHeat-Free Technology

エプソンのスマートチャージでBCP対策を！オフィスの節電にも貢献

複合機の電力消費は、空調、照明に次いで3番目に消費電力の
割合が高く、見直すことで節電対策につながります。複合機を節電
効果の高い＜LM＞シリーズに入れ換えることは、オフィスですぐに
効果が期待できる節電対策のひとつです。

※1：本体のみの最大消費電力です。（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時）

低消費電力設計

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。※2：LM-C400はA4縦片面の場合。※３：本体のみの最大消費電力です。
（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時）※4：本体のみの最大消費電力です。（LM-C400：用紙カセット1段時）

印字プロセスに熱を使わないインクジェットプリンターだからできる
低消費電力設計。LM-C6000なら60枚/分、※1LM-C400なら40枚/分※2

という高い生産性と最大190W※3という低消費電力を両立しています。

※1：オフィスでの使用を想定した1週間の平均電力量。国際エネルギースタープログラムで定められた測定方法による数値。
※2：本体のみのTEC値です。（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時、LM-C400：用紙カセット1段時）

稼働時の消費電力だけでなく、待機時も含めたトータルの消費電力量
を示す「TEC値」も高水準。

LM-C400LM-C6000/ LM-C5000/ LM-C4000

160W
※4

以下

消費電力

190W
※3

以下

消費電力

LM-C6000

0.25
kWh

TEC値
※1
※2

LM-C5000

kWh

TEC値

0.23※1
※2

LM-C4000

kWh

TEC値

0.22※1
※2

LM-C400

kWh

TEC値

0.19※1
※2

エプソンは、インク吐出に「熱を使わない」プリンターを広くご利用いただくことが、環境対策のひとつと考えます。熱を使わずにインクを吐出するエプソン
のHeat-Free Technologyは、レーザープリンターと比べてシンプルな印刷プロセスで、低消費電力と高生産性の両立を実現。また、交換部品も少なく、
低環境負荷とともにオフィスの高生産化にも貢献します。

※1：LM-C6000/LM-C5000/
LM-C4000の場合、印刷枚
数が48万ページを超える
と、給紙ローラー以外の交
換部品も必要になります。＊
月8,000枚で5年間使用し
たときの定期交換部品を提
示 。レ ー ザ ー 方 式 は
LP-M8180シリーズにおけ
る48万ページ使用時の定
期交換部品を提示。

消費電力削減量シミュレーターはこちらから。

まずはあなたのオフィス全体で
削減できる量をチェック！ 

エプソンのスマートチャージは、レーザープリンターと比べて低消費電力、省資源化を
実現。CO₂排出量を47％以上※1 削減することができ、脱炭素社会に向けた取り組み
への第一歩として有効な手段となります。

※1：エプソンのスマートチャージ対応A3複合機各機種のTEC値とENERGY STAR®画像機器基準Version3.0にて定められたTEC基準値で比較
した場合の削減比率。（＜LX＞シリーズは60ppm機、＜LM＞シリーズは40ppm機、＜PX＞シリーズは24ppm機のTEC基準値と比較）

オフィスにおける
電力消費の内訳

Eco conscious

給紙
   ローラー※1

定着
ユニット

現像
ユニット

メンテナンス
ユニット

感光体 転写
ユニット

給紙
ローラー

＜LM＞シリーズ レーザー複合機
LP-M8180シリーズ

エプソンのスマートチャージは、省電力で使用できるため、
緊急時でも普段使用している機器をそのまま利用できます。

BCPの策定方法とは？ 詳細はこちらから。
＊経済産業省「冬の省エネ・節電
メニュー」電力消費の内訳（冬季の
1日間）に基づく（2022年11月）。

印刷
ジョブ

印刷
完了

ウォーム
アップ 帯電 露光 現像 転写 定着レーザー方式

印刷
ジョブ

印刷
完了

インク
吐出

サーマル方式

インクジェット
方式

熱を使う

インクジェット方式は、シンプルな工程！

ピエゾ方式

熱を使わない
<Heat-Free Technology> 

エプソンのピエゾ方式 インクジェット 

紹介動画をwebで見る

熱を必要としない工程 
熱を必要とする工程 

＊推定消費電力量を表示します。表示電力量は一般的な使用の目安値であり、本製品の使用方法によって異なる場合があります。
右記の計算式で計算されます。<本製品で用紙1枚に印刷をするために必要となる電力量>×<過去7日間に印刷した枚数>

印刷にかかった消費電力量
（9週間分の実績を保存可能）

印刷にかかった消費電力量
（フッターでも消費電力量を表示）

ドライバー画面パネル画面

環境意識の向上

パネル上でプリンターの消費電力量を数値で確認することができます。
数値で確認できるため、環境活動への意識づけ、活動取り組みのきっか
けになることはもちろん、過去9週間分の消費電力量を確認することが
できるため、前週と比較するなど環境活動の取り組み改善にも繋げる
ことができます。

消費電力量をパネルで確認
用紙削減のためにおすすめの印刷方法を、パネルやドライバー画面の
リーフマークで表示します 。

用紙削減のためにリーフマークを表示

＜LM＞シリーズはグリーン購入法に適合しており、環境ラベルである
エコマークを取得しています。また、世界基準である国際エネルギー
スタープログラムなど各種環境基準に適合しています。

各種基準に適合

23155028

エコマーク商品
省エネ・3R設計

LM-C400

22155029

エコマーク商品
省エネ・3R設計

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000
※1：カーボン・オフセット量の算定方法：カーボンフットプリント（CFP）に基づき、使用期間5年間に印刷される相当枚数を元に算定
された数値。＊本サービスの詳細、対象機種はホームページよりご確認ください。＊なお、本サービスの認証期間については、カーボン・
オフセット第三者認証プログラムの「認証取り組み一覧」をご確認ください。

エプソンのスマートチャージでは、ご希望
のお客様に、5年間のライフサイクルで
排出されるCO₂をオフセット処理いたし
ます。導入後はCO₂排出量が「実質ゼロ」※1

でご使用いただけます。

カーボン・オフセット対応機種

詳細はこちらから。

認証番号：CO2-1015
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オフィスの脱炭素化に、インクジェットという選択肢を。
高生産性プリンターながら本体消費電力190W※1以下で、オフィスの節電、CO2削減に貢献します。
＜LM＞シリーズはレーザープリンターに比べて低消費電力・省資源化を実現。＜LM＞シリーズに置き換えるだけで、
プリンター・複合機の消費電力を抑えられます。オフィスで簡単にできる環境貢献のひとつです。

省資源による環境負荷低減
レーザー方式に比べ交換部品点数が少ないシンプルな構造を実現しています。また
インク吐出時に熱を使わないためプリントヘッドの劣化が少なく、交換が不要です。
廃棄物を少なくすることで環境への負荷が低減できます。

エプソンのHeat-Free Technology

エプソンのスマートチャージでBCP対策を！オフィスの節電にも貢献

複合機の電力消費は、空調、照明に次いで3番目に消費電力の
割合が高く、見直すことで節電対策につながります。複合機を節電
効果の高い＜LM＞シリーズに入れ換えることは、オフィスですぐに
効果が期待できる節電対策のひとつです。

※1：本体のみの最大消費電力です。（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時）

低消費電力設計

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。※2：LM-C400はA4縦片面の場合。※３：本体のみの最大消費電力です。
（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時）※4：本体のみの最大消費電力です。（LM-C400：用紙カセット1段時）

印字プロセスに熱を使わないインクジェットプリンターだからできる
低消費電力設計。LM-C6000なら60枚/分、※1LM-C400なら40枚/分※2

という高い生産性と最大190W※3という低消費電力を両立しています。

※1：オフィスでの使用を想定した1週間の平均電力量。国際エネルギースタープログラムで定められた測定方法による数値。
※2：本体のみのTEC値です。（LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：用紙カセット2段時、LM-C400：用紙カセット1段時）

稼働時の消費電力だけでなく、待機時も含めたトータルの消費電力量
を示す「TEC値」も高水準。

LM-C400LM-C6000/ LM-C5000/ LM-C4000

160W
※4

以下

消費電力

190W
※3

以下

消費電力

LM-C6000

0.25
kWh

TEC値
※1
※2

LM-C5000

kWh

TEC値

0.23※1
※2

LM-C4000

kWh

TEC値

0.22※1
※2

LM-C400

kWh

TEC値

0.19※1
※2

エプソンは、インク吐出に「熱を使わない」プリンターを広くご利用いただくことが、環境対策のひとつと考えます。熱を使わずにインクを吐出するエプソン
のHeat-Free Technologyは、レーザープリンターと比べてシンプルな印刷プロセスで、低消費電力と高生産性の両立を実現。また、交換部品も少なく、
低環境負荷とともにオフィスの高生産化にも貢献します。

※1：LM-C6000/LM-C5000/
LM-C4000の場合、印刷枚
数が48万ページを超える
と、給紙ローラー以外の交
換部品も必要になります。＊
月8,000枚で5年間使用し
たときの定期交換部品を提
示 。レ ー ザ ー 方 式 は
LP-M8180シリーズにおけ
る48万ページ使用時の定
期交換部品を提示。

消費電力削減量シミュレーターはこちらから。

まずはあなたのオフィス全体で
削減できる量をチェック！ 

エプソンのスマートチャージは、レーザープリンターと比べて低消費電力、省資源化を
実現。CO₂排出量を47％以上※1 削減することができ、脱炭素社会に向けた取り組み
への第一歩として有効な手段となります。

※1：エプソンのスマートチャージ対応A3複合機各機種のTEC値とENERGY STAR®画像機器基準Version3.0にて定められたTEC基準値で比較
した場合の削減比率。（＜LX＞シリーズは60ppm機、＜LM＞シリーズは40ppm機、＜PX＞シリーズは24ppm機のTEC基準値と比較）

オフィスにおける
電力消費の内訳

Eco conscious

給紙
   ローラー※1

定着
ユニット

現像
ユニット

メンテナンス
ユニット

感光体 転写
ユニット

給紙
ローラー

＜LM＞シリーズ レーザー複合機
LP-M8180シリーズ

エプソンのスマートチャージは、省電力で使用できるため、
緊急時でも普段使用している機器をそのまま利用できます。

BCPの策定方法とは？ 詳細はこちらから。
＊経済産業省「冬の省エネ・節電
メニュー」電力消費の内訳（冬季の
1日間）に基づく（2022年11月）。

印刷
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熱を使う

インクジェット方式は、シンプルな工程！

ピエゾ方式

熱を使わない
<Heat-Free Technology> 

エプソンのピエゾ方式 インクジェット 

紹介動画をwebで見る

熱を必要としない工程 
熱を必要とする工程 

＊推定消費電力量を表示します。表示電力量は一般的な使用の目安値であり、本製品の使用方法によって異なる場合があります。
右記の計算式で計算されます。<本製品で用紙1枚に印刷をするために必要となる電力量>×<過去7日間に印刷した枚数>

印刷にかかった消費電力量
（9週間分の実績を保存可能）

印刷にかかった消費電力量
（フッターでも消費電力量を表示）

ドライバー画面パネル画面

環境意識の向上

パネル上でプリンターの消費電力量を数値で確認することができます。
数値で確認できるため、環境活動への意識づけ、活動取り組みのきっか
けになることはもちろん、過去9週間分の消費電力量を確認することが
できるため、前週と比較するなど環境活動の取り組み改善にも繋げる
ことができます。

消費電力量をパネルで確認
用紙削減のためにおすすめの印刷方法を、パネルやドライバー画面の
リーフマークで表示します 。

用紙削減のためにリーフマークを表示

＜LM＞シリーズはグリーン購入法に適合しており、環境ラベルである
エコマークを取得しています。また、世界基準である国際エネルギー
スタープログラムなど各種環境基準に適合しています。

各種基準に適合

23155028

エコマーク商品
省エネ・3R設計

LM-C400

22155029

エコマーク商品
省エネ・3R設計

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000
※1：カーボン・オフセット量の算定方法：カーボンフットプリント（CFP）に基づき、使用期間5年間に印刷される相当枚数を元に算定
された数値。＊本サービスの詳細、対象機種はホームページよりご確認ください。＊なお、本サービスの認証期間については、カーボン・
オフセット第三者認証プログラムの「認証取り組み一覧」をご確認ください。

エプソンのスマートチャージでは、ご希望
のお客様に、5年間のライフサイクルで
排出されるCO₂をオフセット処理いたし
ます。導入後はCO₂排出量が「実質ゼロ」※1

でご使用いただけます。

カーボン・オフセット対応機種

詳細はこちらから。

認証番号：CO2-1015
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SSL/TLSによる暗号化通信
通信内容をSSL/TLSによる暗号化で保護し、設定情報や印刷データ内容の漏えいを防止します。

プロトコルの制御
印刷、スキャン、PC-FAX送信など、デバイスやコンピュータ間の通信で使用するプロトコルやサービスを制御して、機能の
有効、無効を設定できます。不要な機能を使用できないようにすることで、意図されない利用によるリスクを軽減します。

IPsec/IPフィルタリング
特定のクライアントからのデータや、特定の種類のデータだけを通過、遮断する設定ができます。IPsecはIPパ
ケット単位で保護（暗号化および認証）しますので、通信データの傍受や改ざんを防止できます。

SNMPv3
ネットワークで接続されたデバイスを監視、制御するSNMPプロトコルにデータの整合性、暗号化、ユーザー
認証などの機能が追加されたSNMPv3に対応しています。

IEEE802.1x
無線LANや有線LANへ認証された利用者だけに接続を許可します。

Wi-Fi®セキュリティー規格 WPA3™ 
WPA™ （Wi-Fi Protected Access®）における最新のセキュリティー規格に対応しています。より安全に
無線LANを利用できます。

＊無線LANユニット・P1装着時のみ。

IEEE802.11k/v/rに対応
アクセスポイントの親機と中継機同士が互いに通信しあい、網目状にネットワークを構築する環境下において
電波状況の良いネットワークを選択して通信する機能に対応しています。

＊無線LANユニット・P1装着時のみ。

ハードディスクドライブのミラーリング
ミラーリング対応のハードディスクドライブにより、データの冗長性を向上できます。ハードディスクドライブが
破損した場合に、本体画面での表示や管理者へのメール通知も可能です。 ＊ハードディスクドライブ・P1装着時のみ。

タッチパネルは角度の変更が可能。A3複合機の2段カセット※1で使用の
際にも操作しやすく利用シーンを選びません。

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：オール・イン・ワンプランの場合は4段カセットのみ。＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

設置場所を選ばないコンパクト化の実現や、A3複合機とA4複合機で共通の大型タッチパネルを採用したことで変わらない
使い勝手を実現。お客様に最適な構成で使用できるため、さまざまな働き方やオフィスにフィットし、生産性をアップさせます。

誰でも、どんなオフィスでも、使いやすく。
インクジェットならではの特長により、A3複合機とA4複合機を管理する
手間を低減し、ストレスフリーな働き方に貢献します。

横幅

555mm
奥行

620mm
高さ

1,214mm
＊収納時
＊用紙カセット4段時

高さ

963mm
＊収納時
＊用紙カセット2段時（キャスターテーブル・P1を除く）
＊キャスターテーブル・P1を含めた高さは1043mmとなります。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

横幅

465mm
奥行

517mm
高さ

938mm
＊収納時
＊用紙カセット4段時

高さ

570mm
＊収納時
＊用紙カセット1段時

A3 複合機 A4 複合機 LM-C400

レイアウトを自由に

機体内部の構造を工夫し、小型化を実現。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000は横幅555mm、奥行620mm、LM-C400は横幅465mm、奥行517mmと
コンパクト。さらに、シンプルで柔らかさのあるデザインは、さまざまなオフィスにフィットします。

コンパクトなデザイン

誰でも使いやすい操作性

角度調整ができる静電式タッチパネル搭載

ダウンタイムを低減し安定稼働を実現

印字プロセスに熱を使わないため、複合機内部が熱くならず、
誰でも安全に作業できます。また、右側のみカバーが開く
構造のため、片側アクセスで対応できます。そのため、万が一
紙詰まりが発生しても現場で簡単に取り除くことができます。
左側からの作業は不要なため、壁付け設置も可能です。

紹介動画を
webで見る

片側アクセスで紙詰まり除去を簡単に

紙詰まり発生時、パネルにて紙の除去方法をご案内します。
紙詰まり時のパネル案内

部品点数が少ない構造のため優れた耐久性を実現し、定期交換など
メンテナンス回数を抑えることができます。

メンテナンスにかかる時間を低減し、生産性が向上

※1：＜LM＞シリーズのイールド枚数（各色での印刷可能枚数）算定については、国際基準規格であるISO/IEC24711（測定方法）、
ISO/IEC24712（測定画像）に準拠し、A4普通紙に片面連続印刷した場合の平均（シアン、マゼンタ、イエローインクカートリッジは合成平均値）
より算出したシミュレーション値です。初回セットアップに使用したインクカートリッジではなく、2回目以降に装着したインクカートリッジ
を使用。標準プリンタードライバー使用。また、イールド枚数はお客様の印刷イメージ、印刷原稿、印刷間隔、印刷環境によって変動します。

大容量インクカートリッジを搭載し、インク切れによるダウン
タイムを軽減できます。機体前面のカバーをひとつ開ける
だけで、インクカートリッジ・メンテナンスボックスをすべて
交換できるため、誰でも簡単に交換可能です。

紹介動画を
webで見る

ビジネスを停滞させない、大容量インク搭載

10.1型の大型タッチパネルを採用。判別性を高める大きい
アイコンで、アイコンには色がついているため、使いたい
機能をすぐに見つけることができます。アイコンレイアウト
は3パターンご用意。お好きなものを選択できます。背景色
を黒色にすることも可能です。

使いやすい液晶タッチパネル

＊ファクス機能はカウンター・チャージプランの場合オプションのG3ファクスボードのご購入が必要です。ファクスポートは最大3回線。＊ネットワーク機能の増設はオール・イン・ワンプランの場合ご契約時に追加構成としてお申し込みが必要です。カウンター・チャージプランの
場合オプションとなります。＊LM-C400には、当オプションのご用意はございません。

オプションで増設ネットワークインターフェースカードと増設G３ファクスボードをご用意。ネットワークは最大2ポート搭載できるので、社内と社外
のネットワークを分けているオフィスでも複合機1台で対応できます。そのため、複合機の集約を実現し、管理の工数を削減します。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応ネットワークポートとファクスの増設が可能

紹介動画を
webで見る

セキュリティー

サーバー集約型 Epson Print Admin
サーバー集中管理により、空いているプリンターでの印刷を可能にする「どこでも印刷」、ユーザー・グループごとの利用機能制限が可能です。また、ユーザーごとに印刷
枚数上限値の設定や各種印刷ログレポート出力機能など、オフィスでの利用はもちろん、大学でのご利用など幅広いニーズに応えます。

サーバー集約型 Epson Print Admin Advanced Workflows
Epson Print Adminにオプションとして追加することで、より便利に定型スキャンで使える設定を拡張できます。領収書や請求書のスキャンなど月末の定型業務に活躍します。

BK Y M C IC
C

ard

Pi♪プリンター本体だけで認証印刷を実現。さらに、連携させたプリンターであれば、空いているプリンターで「どこでも印刷」が
可能です。ICカードでの認証はもちろん、簡易的なPIN認証※1にも対応します。
※1：ユーザー認証は「本体認証」「LDAPサーバー認証」「本体認証＋LDAPサーバー認証」「みなし認証」の4種類に対応します。 ＊連携できる台数は5台です（親機含む）

Epson Print Admin Serverlessサーバーレス型

認証印刷でセキュリティーの強化と印刷ルールの管理を簡単に 有償

保存先の追加
（Microsoft® SharePoint® Server）

ファイル形式の追加
（BMP、PNG、検索可能PDF）

圧縮設定の追加 仕分け機能の追加 インデックス機能の追加

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

カラー

印刷可能 印刷可能

約30,000枚※1
ブラック

約50,000枚※1
カラー

印刷可能 印刷可能

約28,000枚※1
ブラック

約31,500枚※1

LM-C400

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：カウンター・チャージプランの場合、4段でご使用になる際は増設２段カセットユニット・P1のご
購入が必要です。LM-C400：オール・イン・ワンプランの場合は、大容量給紙モデルをお申込みください。カウンター・チャージプランの場合は、
本体に増設1段カセットユニット・P1、増設2段カセットユニット・P2の購入が必要です。※2：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応。

4段の給紙カセット※1に手差しトレイ、オプションの大容量給紙ユニット※2

を加え6WAY給紙※2を実現。大量プリントが必要なオフィスでも、用紙
補給の手間を軽減しながら高い生産性を発揮します。カセットは、封筒や
ハガキなど多様な用紙に対応。ソフトクローズ※2採用のため、オフィスの
静音性を保つことができます。

大量印刷を支える給紙カセット。封筒、ハガキにも対応

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

最大給紙枚数 最大給紙枚数

5,850枚

LM-C400

大容量給紙
モデル（4段）2,300枚

用紙カセット4段＋手差しトレイ
＋大容量給紙ユニット・P1（ ） （用紙カセット4段＋手差しトレイ）

＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

Stress free

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応

横幅

555mm
奥行

620mm

横幅

465mm
奥行

517mm
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SSL/TLSによる暗号化通信
通信内容をSSL/TLSによる暗号化で保護し、設定情報や印刷データ内容の漏えいを防止します。

プロトコルの制御
印刷、スキャン、PC-FAX送信など、デバイスやコンピュータ間の通信で使用するプロトコルやサービスを制御して、機能の
有効、無効を設定できます。不要な機能を使用できないようにすることで、意図されない利用によるリスクを軽減します。

IPsec/IPフィルタリング
特定のクライアントからのデータや、特定の種類のデータだけを通過、遮断する設定ができます。IPsecはIPパ
ケット単位で保護（暗号化および認証）しますので、通信データの傍受や改ざんを防止できます。

SNMPv3
ネットワークで接続されたデバイスを監視、制御するSNMPプロトコルにデータの整合性、暗号化、ユーザー
認証などの機能が追加されたSNMPv3に対応しています。

IEEE802.1x
無線LANや有線LANへ認証された利用者だけに接続を許可します。

Wi-Fi®セキュリティー規格 WPA3™ 
WPA™ （Wi-Fi Protected Access®）における最新のセキュリティー規格に対応しています。より安全に
無線LANを利用できます。

＊無線LANユニット・P1装着時のみ。

IEEE802.11k/v/rに対応
アクセスポイントの親機と中継機同士が互いに通信しあい、網目状にネットワークを構築する環境下において
電波状況の良いネットワークを選択して通信する機能に対応しています。

＊無線LANユニット・P1装着時のみ。

ハードディスクドライブのミラーリング
ミラーリング対応のハードディスクドライブにより、データの冗長性を向上できます。ハードディスクドライブが
破損した場合に、本体画面での表示や管理者へのメール通知も可能です。 ＊ハードディスクドライブ・P1装着時のみ。

タッチパネルは角度の変更が可能。A3複合機の2段カセット※1で使用の
際にも操作しやすく利用シーンを選びません。

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：オール・イン・ワンプランの場合は4段カセットのみ。＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

設置場所を選ばないコンパクト化の実現や、A3複合機とA4複合機で共通の大型タッチパネルを採用したことで変わらない
使い勝手を実現。お客様に最適な構成で使用できるため、さまざまな働き方やオフィスにフィットし、生産性をアップさせます。

誰でも、どんなオフィスでも、使いやすく。
インクジェットならではの特長により、A3複合機とA4複合機を管理する
手間を低減し、ストレスフリーな働き方に貢献します。

横幅

555mm
奥行

620mm
高さ

1,214mm
＊収納時
＊用紙カセット4段時

高さ

963mm
＊収納時
＊用紙カセット2段時（キャスターテーブル・P1を除く）
＊キャスターテーブル・P1を含めた高さは1043mmとなります。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

横幅

465mm
奥行

517mm
高さ

938mm
＊収納時
＊用紙カセット4段時

高さ

570mm
＊収納時
＊用紙カセット1段時

A3 複合機 A4 複合機 LM-C400

レイアウトを自由に

機体内部の構造を工夫し、小型化を実現。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000は横幅555mm、奥行620mm、LM-C400は横幅465mm、奥行517mmと
コンパクト。さらに、シンプルで柔らかさのあるデザインは、さまざまなオフィスにフィットします。

コンパクトなデザイン

誰でも使いやすい操作性

角度調整ができる静電式タッチパネル搭載

ダウンタイムを低減し安定稼働を実現

印字プロセスに熱を使わないため、複合機内部が熱くならず、
誰でも安全に作業できます。また、右側のみカバーが開く
構造のため、片側アクセスで対応できます。そのため、万が一
紙詰まりが発生しても現場で簡単に取り除くことができます。
左側からの作業は不要なため、壁付け設置も可能です。

紹介動画を
webで見る

片側アクセスで紙詰まり除去を簡単に

紙詰まり発生時、パネルにて紙の除去方法をご案内します。
紙詰まり時のパネル案内

部品点数が少ない構造のため優れた耐久性を実現し、定期交換など
メンテナンス回数を抑えることができます。

メンテナンスにかかる時間を低減し、生産性が向上

※1：＜LM＞シリーズのイールド枚数（各色での印刷可能枚数）算定については、国際基準規格であるISO/IEC24711（測定方法）、
ISO/IEC24712（測定画像）に準拠し、A4普通紙に片面連続印刷した場合の平均（シアン、マゼンタ、イエローインクカートリッジは合成平均値）
より算出したシミュレーション値です。初回セットアップに使用したインクカートリッジではなく、2回目以降に装着したインクカートリッジ
を使用。標準プリンタードライバー使用。また、イールド枚数はお客様の印刷イメージ、印刷原稿、印刷間隔、印刷環境によって変動します。

大容量インクカートリッジを搭載し、インク切れによるダウン
タイムを軽減できます。機体前面のカバーをひとつ開ける
だけで、インクカートリッジ・メンテナンスボックスをすべて
交換できるため、誰でも簡単に交換可能です。

紹介動画を
webで見る

ビジネスを停滞させない、大容量インク搭載

10.1型の大型タッチパネルを採用。判別性を高める大きい
アイコンで、アイコンには色がついているため、使いたい
機能をすぐに見つけることができます。アイコンレイアウト
は3パターンご用意。お好きなものを選択できます。背景色
を黒色にすることも可能です。

使いやすい液晶タッチパネル

＊ファクス機能はカウンター・チャージプランの場合オプションのG3ファクスボードのご購入が必要です。ファクスポートは最大3回線。＊ネットワーク機能の増設はオール・イン・ワンプランの場合ご契約時に追加構成としてお申し込みが必要です。カウンター・チャージプランの
場合オプションとなります。＊LM-C400には、当オプションのご用意はございません。

オプションで増設ネットワークインターフェースカードと増設G３ファクスボードをご用意。ネットワークは最大2ポート搭載できるので、社内と社外
のネットワークを分けているオフィスでも複合機1台で対応できます。そのため、複合機の集約を実現し、管理の工数を削減します。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応ネットワークポートとファクスの増設が可能

紹介動画を
webで見る

セキュリティー

サーバー集約型 Epson Print Admin
サーバー集中管理により、空いているプリンターでの印刷を可能にする「どこでも印刷」、ユーザー・グループごとの利用機能制限が可能です。また、ユーザーごとに印刷
枚数上限値の設定や各種印刷ログレポート出力機能など、オフィスでの利用はもちろん、大学でのご利用など幅広いニーズに応えます。

サーバー集約型 Epson Print Admin Advanced Workflows
Epson Print Adminにオプションとして追加することで、より便利に定型スキャンで使える設定を拡張できます。領収書や請求書のスキャンなど月末の定型業務に活躍します。

BK Y M C IC
C

ard

Pi♪プリンター本体だけで認証印刷を実現。さらに、連携させたプリンターであれば、空いているプリンターで「どこでも印刷」が
可能です。ICカードでの認証はもちろん、簡易的なPIN認証※1にも対応します。
※1：ユーザー認証は「本体認証」「LDAPサーバー認証」「本体認証＋LDAPサーバー認証」「みなし認証」の4種類に対応します。 ＊連携できる台数は5台です（親機含む）

Epson Print Admin Serverlessサーバーレス型

認証印刷でセキュリティーの強化と印刷ルールの管理を簡単に 有償

保存先の追加
（Microsoft® SharePoint® Server）

ファイル形式の追加
（BMP、PNG、検索可能PDF）

圧縮設定の追加 仕分け機能の追加 インデックス機能の追加

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

カラー

印刷可能 印刷可能

約30,000枚※1
ブラック

約50,000枚※1
カラー

印刷可能 印刷可能

約28,000枚※1
ブラック

約31,500枚※1

LM-C400

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000：カウンター・チャージプランの場合、4段でご使用になる際は増設２段カセットユニット・P1のご
購入が必要です。LM-C400：オール・イン・ワンプランの場合は、大容量給紙モデルをお申込みください。カウンター・チャージプランの場合は、
本体に増設1段カセットユニット・P1、増設2段カセットユニット・P2の購入が必要です。※2：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応。

4段の給紙カセット※1に手差しトレイ、オプションの大容量給紙ユニット※2

を加え6WAY給紙※2を実現。大量プリントが必要なオフィスでも、用紙
補給の手間を軽減しながら高い生産性を発揮します。カセットは、封筒や
ハガキなど多様な用紙に対応。ソフトクローズ※2採用のため、オフィスの
静音性を保つことができます。

大量印刷を支える給紙カセット。封筒、ハガキにも対応

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

最大給紙枚数 最大給紙枚数

5,850枚

LM-C400

大容量給紙
モデル（4段）2,300枚

用紙カセット4段＋手差しトレイ
＋大容量給紙ユニット・P1（ ） （用紙カセット4段＋手差しトレイ）

＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

＊画像はLM-C6000/LM-C5000/LM-C4000

Stress free

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応

横幅

555mm
奥行

620mm

横幅

465mm
奥行

517mm
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「ボックス機能」を使用すれば、内蔵するハードディスクに、プリントやコピーの印刷データと一緒
に印刷設定も保存できます。定型印刷データ（申請帳票）などをボックスに入れておけば、パソコン
を使わずにいつもの設定で素早く印刷可能です。さらに、ボックス機能で本体に保存したファイル
は、印刷やダウンロードができます。ボックスにはリモート環境からでもアクセス可能です。

ボックス機能

働き方がますます多様化する時代、＜LM＞シリーズは複合機に必要なものは何かを追求。多種多様な
ソリューションによって、時代を先取りする一歩進んだ働き方を実現します。

多彩なソリューションで、働き方の最前線へ。
オフィスを知り尽くした多彩なソリューションで働き方をサポートします。

電子化の手間を削減し、ペーパーレス化の第一歩

※1：ご契約時に追加構成としてお申し込みが必要です。組み合わせ必須・不可なものがございますので、詳しくはP.10のオプション‐組み合わせ対応表をご確認ください。

ステープルフィニッシャー・中綴じフィニッシャー・インナーフィニッシャーの3種類のフィニッシャーを用意。中綴じフィニッシャーはステープル機能に
加え「中綴じ製本」が可能。また、パンチユニットを装着すれば、2穴・4穴の穴開けも可能です。フィニッシング時の作業スピードを向上し、大量の資料や提案
書等の作成時間を大幅に短縮して、業務の効率化に貢献します。限られた設置スペースには、コンパクトなインナーフィニッシャーをご選択いただけます。

お客様の手でホッチキス留めをしなくても、フィニッシャーが代行。その分、他の作業に時
間を使えます。ホッチキス留めの方法は4種類から選べます。

ステープル機能※2

面倒で時間がかかるパンチ作業もパンチユニットを装着すれば対応
可能。穴あけ方法を2穴/4穴の2種類から選べます。

パンチ機能※4

三つ折りができるため、封入作業時
間を短縮します。

三つ折り機能※5

手前1箇所留め 奥側1箇所留め 端面2箇所留め 中折り中綴じ※3

※2：原稿の向きによってステープルの位置は異なります。※3：中折り中綴じは中綴じフィニッシャーのみ対応です。※4：ご契約時に追加構成としてパンチユニットのお申し込みが必要です。2穴/3穴パンチユニットもございます。※5：三つ折りは中綴じフィニッシャーのみ対応です。＊画像はイメージです。

2穴 2穴 4穴 三つ折り

多様なフィニッシャー※1で印刷の負担軽減 紹介動画を
webで見る

※1：測定条件については、エプソンのホームページでご確認ください。

1パス両面スキャンが可能なADF（オートドキュメントフィーダー）を搭載。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000の
場合、両面120ipm、※1 片面60ipm※1を、LM-C400の場合、両面100ipm、※1 片面50ipm※1の高速スキャンを実現。
スキャンの業務効率が向上します。

高速スキャン

分割送信に対応
500ページの原稿
（50MB）

上限
20MBで
分割

指定サイズで分割して複数メールで送信可能

メールサイズ
上限
20MB10MB 20MB 20MB

容量の拡張
500ページの原稿
（50MB）

１通のメールで
最大1.5GBまで
送付可能

50MB
メールサイズ
上限
1.5GB

本体でスキャンした原稿を文書ファイルに変換し、Eメールに添付して直接メール送信できます。「スキャンして、ファイルをメールに貼り付けて、送信して...」
といったこれまでの手間を、スキャン実行ボタン1つで作業完了できます。さらに、スキャン to メール機能の添付サイズは1.5GBまで送付可能。メール1通
あたりの制限がある場合は分割での送信にも対応しています。

スキャン to メール機能

スキャンしたら文字がイメージとして認識
されてしまう。コピー&ペーストや、ワード
検索ができない。

文字認識機能により、コピー＆ペースト、
検索可能PDFが作成可能。

これまで ＜LM＞シリーズ

原稿をセットする向きにより、スキャンした
原稿が横向きで保存される場合がある。

文字認識機能により原稿データを自動
回転。

これまで ＜LM＞シリーズ

インクジェット方式

P
R
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 1

PROJECT 1

スキャン時に検索可能PDFが作成可能です。PDF文書内のキーワード検索が可能になります。また原稿データの向きをOCRが自動判別するので、
正しい向きで表示できます。

OCRオプション 有償

メール

プリント フォルダー

仕分け機能 転送機能 自動実行
読み取ったデータを自動的に仕分け、活用するソフトウェア
「Document Capture Pro」をご用意しています。読み取った
データを指定したフォルダーに保存したり、メールに添付して
送ったり、プリンターと連動して簡易コピー機のように使ったり
することができます。また、仕切り紙ごとに仕分けてファイルを
作成するなどの自動処理機能も充実。大量の文書の読み
取りや、ネットワークでの利用など、紙文書の電子化業務を
より効率化できます。

業務ドキュメント用スキャナーアプリケーション Document Capture Pro（Windows®版）

ビジネスを停滞させないこだわりぬいたビジネス品質

印字プロセスに熱を使わないためウォームアップ時間が短く、
LM-C6000の場合ファーストプリントは6.1秒。※1 高性能な
PrecisionCoreラインヘッドの搭載でA4用紙ならLM-C6000の
場合60枚/分、※2と高速印刷も可能なため、少量のプリントから大量
プリントまで、生産性の向上が求められるシーンで活躍します。

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。LM-C400はA4縦片面の場合。●測定基準：ISO/IEC17629●測定データおよび測定
条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。※2：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。LM-C400はA4縦
片面の場合。●測定基準：ISO/IEC24734●測定データおよび測定条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。

ファーストプリント※1 印刷速度※2

LM-C5000

6.7
カラー/
モノクロ

秒

LM-C4000

7.6
カラー/
モノクロ

秒

LM-C6000

6.1
カラー/
モノクロ

秒

LM-C400

6.4
カラー/
モノクロ

秒 60
LM-C6000

枚/分 50
LM-C5000

枚/分 40
LM-C4000

枚/分 40
LM-C400

枚/分

※1：印刷した用紙を水に濡らした環境は、エプソンが保証するものではありません。※2：マーカーによってはにじむ場合があります。また、用紙
との組み合わせによってはにじむ場合があります。マーカーを使用する場合は、印刷後5分程度経ってからご使用することをおすすめします。

水やマーカーでもにじみにくい、全色顔料インク採用。強い耐水性で
水性マーカーにもにじみにくいので、ビジネス文書はもちろん、幅広い
用途のカラープリントを実現します。

染料インク 顔料インク 染料インク 顔料インク

マーカーもにじみにくい※2水に濡れてもにじみにくい※1

高速印刷

高画質

手間いらずで使える便利な機能で面倒な印刷を手軽に

印刷
BK Y M C

グループ1 33 × 3

グループ2 28 × 1

グループ3 30 × 2

グループ印刷
部数 組数

印刷

グループ1 33 × 3

グループ2 28 × 1

グループ3 30 × 2

部数 組数

印刷

28部×1組
グループ2

●●●01

●●●

28部

33部×3組
●●●01

●●●

33部 ●●●01

●●●

33部 ●●●01

●●●

33部

30部×2組
グループ3

●●●01

●●●

30部 ●●●01

●●●

30部

グループ1

※1：コピー、ボックスからのグループ印刷機能は有償となり、オール・イン・ワンプランの場合ご契約時に本体有償ソリューションとしてお申し込みが必要です。カウンター・チャージプランの
場合本体有償ソリューションとしてご購入が必要です。※2：コピー、ボックスからのグループ印刷機能は有償となります。プリンタードライバーからのグループ印刷機能は標準対応です。

必要な部数をグループで登録しておけば、コピーや印刷時※2に設定を呼び出すことで、
グループ毎に印刷や仕分けをすることができます。印刷後の仕分け作業の無駄を省きます。
ボックス保存したデータからも設定を呼び出せるので、急な出力シーンでも活躍します。
部数は9,999部、組数は99組まで登録でき、60グループまで設定可能です。

一部有償※1部数印刷を効率化する、グループ印刷機能

BK Y M C

ボックス/
ファクス
ボックス

さまざまな用途で活用

印刷 ファクス送信フォルダーメール

外部メディアWebDAVサーバー

ファクス受信

外部メディア

印刷データ

スキャンデータ

原稿

保存

認証印刷オプション「Epson Print Admin」
急いで印刷したいものがあるのに、普段使っている複合機が使用中
で印刷できない。そんな時でも、認証印刷オプション「Epson Print 
Admin」の機能「どこでも印刷」を活用すれば、使用中、用紙やインク
切れ、メンテナンス中等の複合機を避けて、空いている複合機から印刷
できます。さらに、イントラネット内の環境なら、外出先の複合機でも印刷
が可能。どのオフィスでも、設定不要でいつも通りの働き方ができます。
＊「Epson Print Admin Serverless」でもご利用可能です。

＊LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はファクス機能はカウンター・チャージプランの場合、オプションのG3
ファクスボードのご購入が必要です。LM-C400はオール・イン・ワンプランの場合、ファクスプランをお申込みください。
カウンター・チャージプランの場合オプションのG3ファクスボードのご購入が必要です。

外出先や自宅をいつもの職場に、働き方を多様化する

「ファクス to メール機能」で、指定したメールアドレスへ受信
ファクスを転送することができます。リモートワーク時でも
メールで受信ファクスが転送されてくるので、ファクス確認
のために出社する必要がなくなり、業務効率化を推進します。

ファクス to メール機能

有償

High performance

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応

クラウド

クラウド
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「ボックス機能」を使用すれば、内蔵するハードディスクに、プリントやコピーの印刷データと一緒
に印刷設定も保存できます。定型印刷データ（申請帳票）などをボックスに入れておけば、パソコン
を使わずにいつもの設定で素早く印刷可能です。さらに、ボックス機能で本体に保存したファイル
は、印刷やダウンロードができます。ボックスにはリモート環境からでもアクセス可能です。

ボックス機能

働き方がますます多様化する時代、＜LM＞シリーズは複合機に必要なものは何かを追求。多種多様な
ソリューションによって、時代を先取りする一歩進んだ働き方を実現します。

多彩なソリューションで、働き方の最前線へ。
オフィスを知り尽くした多彩なソリューションで働き方をサポートします。

電子化の手間を削減し、ペーパーレス化の第一歩

※1：ご契約時に追加構成としてお申し込みが必要です。組み合わせ必須・不可なものがございますので、詳しくはP.10のオプション‐組み合わせ対応表をご確認ください。

ステープルフィニッシャー・中綴じフィニッシャー・インナーフィニッシャーの3種類のフィニッシャーを用意。中綴じフィニッシャーはステープル機能に
加え「中綴じ製本」が可能。また、パンチユニットを装着すれば、2穴・4穴の穴開けも可能です。フィニッシング時の作業スピードを向上し、大量の資料や提案
書等の作成時間を大幅に短縮して、業務の効率化に貢献します。限られた設置スペースには、コンパクトなインナーフィニッシャーをご選択いただけます。

お客様の手でホッチキス留めをしなくても、フィニッシャーが代行。その分、他の作業に時
間を使えます。ホッチキス留めの方法は4種類から選べます。

ステープル機能※2

面倒で時間がかかるパンチ作業もパンチユニットを装着すれば対応
可能。穴あけ方法を2穴/4穴の2種類から選べます。

パンチ機能※4

三つ折りができるため、封入作業時
間を短縮します。

三つ折り機能※5

手前1箇所留め 奥側1箇所留め 端面2箇所留め 中折り中綴じ※3

※2：原稿の向きによってステープルの位置は異なります。※3：中折り中綴じは中綴じフィニッシャーのみ対応です。※4：ご契約時に追加構成としてパンチユニットのお申し込みが必要です。2穴/3穴パンチユニットもございます。※5：三つ折りは中綴じフィニッシャーのみ対応です。＊画像はイメージです。

2穴 2穴 4穴 三つ折り

多様なフィニッシャー※1で印刷の負担軽減 紹介動画を
webで見る

※1：測定条件については、エプソンのホームページでご確認ください。

1パス両面スキャンが可能なADF（オートドキュメントフィーダー）を搭載。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000の
場合、両面120ipm、※1 片面60ipm※1を、LM-C400の場合、両面100ipm、※1 片面50ipm※1の高速スキャンを実現。
スキャンの業務効率が向上します。

高速スキャン

分割送信に対応
500ページの原稿
（50MB）

上限
20MBで
分割

指定サイズで分割して複数メールで送信可能

メールサイズ
上限
20MB10MB 20MB 20MB

容量の拡張
500ページの原稿
（50MB）

１通のメールで
最大1.5GBまで
送付可能

50MB
メールサイズ
上限
1.5GB

本体でスキャンした原稿を文書ファイルに変換し、Eメールに添付して直接メール送信できます。「スキャンして、ファイルをメールに貼り付けて、送信して...」
といったこれまでの手間を、スキャン実行ボタン1つで作業完了できます。さらに、スキャン to メール機能の添付サイズは1.5GBまで送付可能。メール1通
あたりの制限がある場合は分割での送信にも対応しています。

スキャン to メール機能

スキャンしたら文字がイメージとして認識
されてしまう。コピー&ペーストや、ワード
検索ができない。

文字認識機能により、コピー＆ペースト、
検索可能PDFが作成可能。

これまで ＜LM＞シリーズ

原稿をセットする向きにより、スキャンした
原稿が横向きで保存される場合がある。

文字認識機能により原稿データを自動
回転。

これまで ＜LM＞シリーズ

インクジェット方式

P
R

O
JE

C
T

 1

PROJECT 1

スキャン時に検索可能PDFが作成可能です。PDF文書内のキーワード検索が可能になります。また原稿データの向きをOCRが自動判別するので、
正しい向きで表示できます。

OCRオプション 有償

メール

プリント フォルダー

仕分け機能 転送機能 自動実行
読み取ったデータを自動的に仕分け、活用するソフトウェア
「Document Capture Pro」をご用意しています。読み取った
データを指定したフォルダーに保存したり、メールに添付して
送ったり、プリンターと連動して簡易コピー機のように使ったり
することができます。また、仕切り紙ごとに仕分けてファイルを
作成するなどの自動処理機能も充実。大量の文書の読み
取りや、ネットワークでの利用など、紙文書の電子化業務を
より効率化できます。

業務ドキュメント用スキャナーアプリケーション Document Capture Pro（Windows®版）

ビジネスを停滞させないこだわりぬいたビジネス品質

印字プロセスに熱を使わないためウォームアップ時間が短く、
LM-C6000の場合ファーストプリントは6.1秒。※1 高性能な
PrecisionCoreラインヘッドの搭載でA4用紙ならLM-C6000の
場合60枚/分、※2と高速印刷も可能なため、少量のプリントから大量
プリントまで、生産性の向上が求められるシーンで活躍します。

※1：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。LM-C400はA4縦片面の場合。●測定基準：ISO/IEC17629●測定データおよび測定
条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。※2：LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はA4横片面の場合。LM-C400はA4縦
片面の場合。●測定基準：ISO/IEC24734●測定データおよび測定条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。

ファーストプリント※1 印刷速度※2

LM-C5000

6.7
カラー/
モノクロ

秒

LM-C4000

7.6
カラー/
モノクロ

秒

LM-C6000

6.1
カラー/
モノクロ

秒

LM-C400

6.4
カラー/
モノクロ

秒 60
LM-C6000

枚/分 50
LM-C5000

枚/分 40
LM-C4000

枚/分 40
LM-C400

枚/分

※1：印刷した用紙を水に濡らした環境は、エプソンが保証するものではありません。※2：マーカーによってはにじむ場合があります。また、用紙
との組み合わせによってはにじむ場合があります。マーカーを使用する場合は、印刷後5分程度経ってからご使用することをおすすめします。

水やマーカーでもにじみにくい、全色顔料インク採用。強い耐水性で
水性マーカーにもにじみにくいので、ビジネス文書はもちろん、幅広い
用途のカラープリントを実現します。

染料インク 顔料インク 染料インク 顔料インク

マーカーもにじみにくい※2水に濡れてもにじみにくい※1

高速印刷

高画質

手間いらずで使える便利な機能で面倒な印刷を手軽に

印刷
BK Y M C

グループ1 33 × 3

グループ2 28 × 1

グループ3 30 × 2

グループ印刷
部数 組数

印刷

グループ1 33 × 3

グループ2 28 × 1

グループ3 30 × 2

部数 組数

印刷

28部×1組
グループ2

●●●01

●●●

28部

33部×3組
●●●01

●●●

33部 ●●●01

●●●

33部 ●●●01

●●●

33部

30部×2組
グループ3

●●●01

●●●

30部 ●●●01

●●●

30部

グループ1

※1：コピー、ボックスからのグループ印刷機能は有償となり、オール・イン・ワンプランの場合ご契約時に本体有償ソリューションとしてお申し込みが必要です。カウンター・チャージプランの
場合本体有償ソリューションとしてご購入が必要です。※2：コピー、ボックスからのグループ印刷機能は有償となります。プリンタードライバーからのグループ印刷機能は標準対応です。

必要な部数をグループで登録しておけば、コピーや印刷時※2に設定を呼び出すことで、
グループ毎に印刷や仕分けをすることができます。印刷後の仕分け作業の無駄を省きます。
ボックス保存したデータからも設定を呼び出せるので、急な出力シーンでも活躍します。
部数は9,999部、組数は99組まで登録でき、60グループまで設定可能です。

一部有償※1部数印刷を効率化する、グループ印刷機能

BK Y M C

ボックス/
ファクス
ボックス

さまざまな用途で活用

印刷 ファクス送信フォルダーメール

外部メディアWebDAVサーバー

ファクス受信

外部メディア

印刷データ

スキャンデータ

原稿

保存

認証印刷オプション「Epson Print Admin」
急いで印刷したいものがあるのに、普段使っている複合機が使用中
で印刷できない。そんな時でも、認証印刷オプション「Epson Print 
Admin」の機能「どこでも印刷」を活用すれば、使用中、用紙やインク
切れ、メンテナンス中等の複合機を避けて、空いている複合機から印刷
できます。さらに、イントラネット内の環境なら、外出先の複合機でも印刷
が可能。どのオフィスでも、設定不要でいつも通りの働き方ができます。
＊「Epson Print Admin Serverless」でもご利用可能です。

＊LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000はファクス機能はカウンター・チャージプランの場合、オプションのG3
ファクスボードのご購入が必要です。LM-C400はオール・イン・ワンプランの場合、ファクスプランをお申込みください。
カウンター・チャージプランの場合オプションのG3ファクスボードのご購入が必要です。

外出先や自宅をいつもの職場に、働き方を多様化する

「ファクス to メール機能」で、指定したメールアドレスへ受信
ファクスを転送することができます。リモートワーク時でも
メールで受信ファクスが転送されてくるので、ファクス確認
のために出社する必要がなくなり、業務効率化を推進します。

ファクス to メール機能

有償

High performance

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000のみ対応

クラウド

クラウド
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増設2段カセットユニット・P1 - - ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯
大容量給紙ユニット・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ - × ◯ ◯ ◯ ◯
キャスターテーブル・P1 - × × - × × ◯ ◯
ステープルフィニッシャー・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ ◯ × - × × ×
中綴じフィニッシャー・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ ◯ × × - × ×
インナーフィニッシャー・P1 - ◯ ◯ ◯ × × - ×
インナートレイ・P1 ◯ ◯ ◯ × × × --

名称 使用時必須のオプション
オプション組み合わせ対応表

増設2段カセット
ユニット・ P1

キャスター
テーブル・P1

ステープル
フィニッシャー・P1

中綴じ
フィニッシャー・P1

インナー
フィニッシャー・P1 インナートレイ・P1大容量給紙

ユニット･P1

G H I

LM3PU1IF
パンチユニット（2/4穴）・P2

インナーフィニッシャー・P1専用。パンチ
穴は2穴もしくは4穴です。
＊2穴もしくは3穴パンチユニット（型番：LM3PU2IF）
もございます。

G3ファクスボード
PR3FB0
ファクスを使用するためのボードです。

インナートレイ・P1
LM3IT1
ファクス専用の排紙トレイです。ファク
スの取違いを防ぎます。
＊各種フィニッシャーとの併用はできません。詳細
は組み合わせ対応表をご確認ください。

I

増設ネットワークインターフェースカード
PR3NW1
ネットワークを複数使用するためのカー
ドです。（最大増設1回線）

I

増設G3ファクスボード
PR3FB1
ファクスを複数回線使用するためのボー
ドです。（最大増設2回線）

M N

ドライバーCD
LM3CD1
ドライバーCDです。
＊ドライバーCDは本体には同梱されていません。

＊カセット4段の場合は2個必要です。

カセットロック・P1
LM3CL1
用紙カセットが開閉できない様に鍵をかけ
ることができます。（南京錠は付属しません）

J LK

無線LANユニット・P1
PR3WF1
無線LANを使用するためのユニットです。
IEEE802.11 a/b/g/n/ac（Wi-Fi 5）/k/v/r

認証デバイス台・P1
PR3ADT2
認証装置（カードリーダー）を格納する
ためのデバイス台です。

ハードディスクドライブ・P1
PR3HD1
ミラーリング用ハードディスクです。本体
のハードディスクドライブをミラーリング
しバックアップします。

C D

キャスターテーブル・P1
LM3CT1
本体に装着可能です。

ステープルフィニッシャー・P1
LM3SF1S
排紙枚数は最大4,000枚、機能はステー
プル、シフト、パンチに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

D

中綴じフィニッシャー・P1
LM3BF1S
排紙枚数は最大3,000枚、機能はステープル、シフト、
パンチ、中綴じ、二つ折り、三つ折りに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

E F

パンチユニット（2/4穴）・P1
LM3PU1SF
ステープルフィニッシャー・P1、中綴じフィニッ
シャー・P1専用。パンチ穴は2穴もしくは4穴です。
＊2穴もしくは3穴パンチユニット（型番：LM3PU2SF）もございます。

インナーフィニッシャー・P1
LM3IF1S
排紙枚数は最大500枚、機能はステープ
ル、シフト、パンチに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000　オプション

BA

大容量給紙ユニット・P1
LM3HC1
給紙枚数は最大3,500枚です。

増設2段カセットユニット・P1
LM3DC1
550枚×2段の増設カセットです。
＊キャスターテーブル・P1（LM3CT1）と併用できません。

＊組み合わせ必須・不可なものが
ございますので、詳しくは下記組み
合わせ対応表をご確認ください。D

E

A
M

H

I K

B

L

F G
J

C

LM-C400　オプション

A

増設1段カセットユニット・ P1
LM4SC1
550枚×1段の増設カセットです。

G H

ドライバーCD
LM4CD1
ドライバーCDです。
＊ドライバーCDは本体には同梱されていません。

＊カセット4段の場合は2個必要です。

カセットロック・P1
LM3CL1
用紙カセットが開閉できない様に鍵をかけ
ることができます。（南京錠は付属しません）

無線LANユニット・P1
PR3WF1
無線LANを使用するためのユニットです。
IEEE802.11 a/b/g/n/ac（Wi-Fi 5）/k/v/r

D E

G3ファクスボード
PR3FB0
ファクスを使用するためのボードです。

F

認証デバイス台・P1
PR3ADT2
認証装置（カードリーダー）を格納する
ためのデバイス台です。

D

F

A
B

E

G

エプソンでは、複合機の適正配置・消費電力削減についてお悩みの方向けに、出力環境アセスメントサービスを行って
います。アセスメント実施後、現状把握から課題解決につながる提案書を無償でご提供します。

エプソンのオフィスの出力環境を見える化する「出力環境アセスメントサービス」

お客様環境に合わせた最適配置の実現
メインマシンとしてフィニッシャー対応のA3複合機を、サイドマシン
としてA4複合機を配置するオフィス。また、本社にはA3複合機を
配置し、用途の限られる営業所はA4複合機を配置するなど、ニーズ
に応じてお客様にぴったりの配置を実現します。

どこでも、どれでも同様の使い勝手の実現
＜LM＞シリーズであれば、大型タッチパネルの操作性をはじめとした
基本機能やソリューション連携は共通化。どのオフィスでどの複合機を
使用しても同様の使い勝手で利便性が向上します。さらにシリーズの
統一化で管理工数も削減可能です。

＜LM＞シリーズの効率的な配置で、人にも環境にも最適なオフィスへ。
高生産性と使いやすさにこだわった設計で、効率化と快適さの両立を実現します。

ご利用イメージ

狭いスペースもスッキリ活用
オフィスのデスクサイドはもちろん、スペースの限られたカウンター
業務やバックヤードでも活躍するコンパクト性能。片側メンテナンスで
限られたスペースを有効活用できます。

お客様対応をスマートに、ストップさせない
ファーストプリントの速さと高生産性でお客様をお待たせしません。
さらに、紙詰まりの除去が簡単で大容量インク搭載のためダウン
タイムも軽減されます。

01で取得した情報をもとに出力機器
の使用状況レポートを作成します。

専用調査機を使用し、印刷枚数や
消費電力など、各プリンターからの
出力情報を自動収集します。

使用状況の調査

01 02

報告書の作成
オフィス環境や利用状況を踏まえ、
適正配置による無理のないコスト
削減をご提案します！

03

ご提案

お客様のご使用用途に応じてA3複合機、A4複合機、オプション構成など
さまざまな選択肢からお客様に合った最適な機種が選択できます。無駄を
見直すことで、管理工数やコストの削減に加え、消費電力の削減も可能です。

小規模オフィス/医療・調剤現場など
高性能＆コンパクトな複合機を設置して、業務効率を下げることなく
見た目もスッキリできます。

組み合わせ対応表

オフィスでの複合機の適正配置、消費電力削減についてお悩みの方へ

A3 複合機

A4 複合機

出力環境アセスメントサービス 詳細はこちらから。

中～大規模オフィス

B

増設2段カセットユニット・ P2
LM4DC1
550枚×2段の増設カセットです。
※増設1段カセットユニット・ P1（LM4SC1）が必要です。

C

専用プリンター台・P1
PR4PS1
1段カセット、2段カセットモデル時に装
着できるプリンター台です。

C



9 10

増設2段カセットユニット・P1 - - ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯
大容量給紙ユニット・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ - × ◯ ◯ ◯ ◯
キャスターテーブル・P1 - × × - × × ◯ ◯
ステープルフィニッシャー・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ ◯ × - × × ×
中綴じフィニッシャー・P1 増設2段カセットユニット・P1 ◯ ◯ × × - × ×
インナーフィニッシャー・P1 - ◯ ◯ ◯ × × - ×
インナートレイ・P1 ◯ ◯ ◯ × × × --

名称 使用時必須のオプション
オプション組み合わせ対応表

増設2段カセット
ユニット・ P1

キャスター
テーブル・P1

ステープル
フィニッシャー・P1

中綴じ
フィニッシャー・P1

インナー
フィニッシャー・P1 インナートレイ・P1大容量給紙

ユニット･P1

G H I

LM3PU1IF
パンチユニット（2/4穴）・P2

インナーフィニッシャー・P1専用。パンチ
穴は2穴もしくは4穴です。
＊2穴もしくは3穴パンチユニット（型番：LM3PU2IF）
もございます。

G3ファクスボード
PR3FB0
ファクスを使用するためのボードです。

インナートレイ・P1
LM3IT1
ファクス専用の排紙トレイです。ファク
スの取違いを防ぎます。
＊各種フィニッシャーとの併用はできません。詳細
は組み合わせ対応表をご確認ください。

I

増設ネットワークインターフェースカード
PR3NW1
ネットワークを複数使用するためのカー
ドです。（最大増設1回線）

I

増設G3ファクスボード
PR3FB1
ファクスを複数回線使用するためのボー
ドです。（最大増設2回線）

M N

ドライバーCD
LM3CD1
ドライバーCDです。
＊ドライバーCDは本体には同梱されていません。

＊カセット4段の場合は2個必要です。

カセットロック・P1
LM3CL1
用紙カセットが開閉できない様に鍵をかけ
ることができます。（南京錠は付属しません）

J LK

無線LANユニット・P1
PR3WF1
無線LANを使用するためのユニットです。
IEEE802.11 a/b/g/n/ac（Wi-Fi 5）/k/v/r

認証デバイス台・P1
PR3ADT2
認証装置（カードリーダー）を格納する
ためのデバイス台です。

ハードディスクドライブ・P1
PR3HD1
ミラーリング用ハードディスクです。本体
のハードディスクドライブをミラーリング
しバックアップします。

C D

キャスターテーブル・P1
LM3CT1
本体に装着可能です。

ステープルフィニッシャー・P1
LM3SF1S
排紙枚数は最大4,000枚、機能はステー
プル、シフト、パンチに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

D

中綴じフィニッシャー・P1
LM3BF1S
排紙枚数は最大3,000枚、機能はステープル、シフト、
パンチ、中綴じ、二つ折り、三つ折りに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

E F

パンチユニット（2/4穴）・P1
LM3PU1SF
ステープルフィニッシャー・P1、中綴じフィニッ
シャー・P1専用。パンチ穴は2穴もしくは4穴です。
＊2穴もしくは3穴パンチユニット（型番：LM3PU2SF）もございます。

インナーフィニッシャー・P1
LM3IF1S
排紙枚数は最大500枚、機能はステープ
ル、シフト、パンチに対応しています。
＊パンチ機能は別途パンチユニットが必要です。

LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000　オプション

BA

大容量給紙ユニット・P1
LM3HC1
給紙枚数は最大3,500枚です。

増設2段カセットユニット・P1
LM3DC1
550枚×2段の増設カセットです。
＊キャスターテーブル・P1（LM3CT1）と併用できません。

＊組み合わせ必須・不可なものが
ございますので、詳しくは下記組み
合わせ対応表をご確認ください。D

E

A
M

H

I K

B

L

F G
J

C

LM-C400　オプション

A

増設1段カセットユニット・ P1
LM4SC1
550枚×1段の増設カセットです。

G H

ドライバーCD
LM4CD1
ドライバーCDです。
＊ドライバーCDは本体には同梱されていません。

＊カセット4段の場合は2個必要です。

カセットロック・P1
LM3CL1
用紙カセットが開閉できない様に鍵をかけ
ることができます。（南京錠は付属しません）

無線LANユニット・P1
PR3WF1
無線LANを使用するためのユニットです。
IEEE802.11 a/b/g/n/ac（Wi-Fi 5）/k/v/r

D E

G3ファクスボード
PR3FB0
ファクスを使用するためのボードです。

F

認証デバイス台・P1
PR3ADT2
認証装置（カードリーダー）を格納する
ためのデバイス台です。

D

F

A
B

E

G

エプソンでは、複合機の適正配置・消費電力削減についてお悩みの方向けに、出力環境アセスメントサービスを行って
います。アセスメント実施後、現状把握から課題解決につながる提案書を無償でご提供します。

エプソンのオフィスの出力環境を見える化する「出力環境アセスメントサービス」

お客様環境に合わせた最適配置の実現
メインマシンとしてフィニッシャー対応のA3複合機を、サイドマシン
としてA4複合機を配置するオフィス。また、本社にはA3複合機を
配置し、用途の限られる営業所はA4複合機を配置するなど、ニーズ
に応じてお客様にぴったりの配置を実現します。

どこでも、どれでも同様の使い勝手の実現
＜LM＞シリーズであれば、大型タッチパネルの操作性をはじめとした
基本機能やソリューション連携は共通化。どのオフィスでどの複合機を
使用しても同様の使い勝手で利便性が向上します。さらにシリーズの
統一化で管理工数も削減可能です。

＜LM＞シリーズの効率的な配置で、人にも環境にも最適なオフィスへ。
高生産性と使いやすさにこだわった設計で、効率化と快適さの両立を実現します。

ご利用イメージ

狭いスペースもスッキリ活用
オフィスのデスクサイドはもちろん、スペースの限られたカウンター
業務やバックヤードでも活躍するコンパクト性能。片側メンテナンスで
限られたスペースを有効活用できます。

お客様対応をスマートに、ストップさせない
ファーストプリントの速さと高生産性でお客様をお待たせしません。
さらに、紙詰まりの除去が簡単で大容量インク搭載のためダウン
タイムも軽減されます。

01で取得した情報をもとに出力機器
の使用状況レポートを作成します。

専用調査機を使用し、印刷枚数や
消費電力など、各プリンターからの
出力情報を自動収集します。

使用状況の調査

01 02

報告書の作成
オフィス環境や利用状況を踏まえ、
適正配置による無理のないコスト
削減をご提案します！

03

ご提案

お客様のご使用用途に応じてA3複合機、A4複合機、オプション構成など
さまざまな選択肢からお客様に合った最適な機種が選択できます。無駄を
見直すことで、管理工数やコストの削減に加え、消費電力の削減も可能です。

小規模オフィス/医療・調剤現場など
高性能＆コンパクトな複合機を設置して、業務効率を下げることなく
見た目もスッキリできます。

組み合わせ対応表

オフィスでの複合機の適正配置、消費電力削減についてお悩みの方へ

A3 複合機

A4 複合機

出力環境アセスメントサービス 詳細はこちらから。

中～大規模オフィス

B

増設2段カセットユニット・ P2
LM4DC1
550枚×2段の増設カセットです。
※増設1段カセットユニット・ P1（LM4SC1）が必要です。

C

専用プリンター台・P1
PR4PS1
1段カセット、2段カセットモデル時に装
着できるプリンター台です。

C



オプション複合機

お求め、ご相談は信用とサービスの行き届いた当店へ。

電話のかけ間違いが増えておりますので、番号をよくお確かめのうえおかけください。

エプソンのホームページ epson.jp
各種製品情報、各種ドライバー類の提供、サポート案内などのさまざまな情報を満載したエプソンのホームページです。

050-3155-8655
スマートチャージセンター エプソンのスマートチャージ専用窓口です。

受付時間：月曜日～金曜日　9:00～17:30（祝日、弊社指定休日を除く）
上記電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。

ご導入後のお問い合わせにつきましては、販売店にご相談ください。

エプソンのスマートチャージ 導入検討のご相談

本製品を航空機・列車・船舶・自動車などの運行に直接かかわる装置・防災防犯装置・各種安全装置など機能・精度などにおいて高い信頼性・安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計
にご配慮いただいたうえで当社製品をご使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて高い信頼性・安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様において十分ご確認のうえ、ご判断ください。

使用限定
について

安全に関するご注意
●ご使用の前に必ずマニュアルを読み、正しくお使いくだ
さい。水、湿気、ほこり、油煙などの多い場所に設置しないで
ください。火災、故障、感電などの原因となることがあります。

複合機に関するご注意
●法律により、その複製を所有するだけでも罰せられる場合がありますのでご注意ください。①国内外で流通する紙幣・貨幣・政府発行の有価証券・国債証券・地方債証券。②未使用の郵便切手・
日本郵便株式会社製ハガキ。③政府発行の印紙類の複製は禁止されています。●著作権の目的となっている書籍・音楽・絵画・版画・地図・映画・図面・写真などの著作物は個人的な、また
家庭内その他これに準ずる限られた範囲内で使用するため以外の複製は禁じられています。●本機は、特定の管理責任者を設けて不正な複製が行われないように運営管理してください。

●ご購入にあたって、エプソンのスマートチャージ取扱販売店に設置、操作指導などを依頼する場合には、商品価格以外に別途費用が発生します。詳しくは、取扱販売店にお問い合わせください。●本製品に関するお問い合わせおよびサポート、カタログ記載内容については、国内限定とさせていただきます。
●カタログ記載内容に関するお問い合わせは、お近くのエプソンのスマートチャージ取扱販売店もしくは弊社にお尋ねください。●本製品（ソフトウェア含む）は日本国内仕様であり、海外での保守および技術サポートは行っておりません。

＊Wi-Fi、WPA、WPA3、Wi-Fi Protected Accessは、Wi-Fi Allianceの登録商標または商標です。＊Microsoft、SharePoint、Windowsは、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。
＊このカタログに掲載している仕様・デザインは、2026年10月1日現在のものです。予告なく変更することもございますのでご了承ください。

●吸湿した用紙は給紙不良/重送/紙詰まり/紙しわ/折れ/印刷品質低下の原因になるため使用せずに、新しい包装紙（パッケージ）から取り出すか、封をして保管していた用紙を使用してください。
●使用しない用紙は、吸湿しないように袋や包装紙に入れ封をしてください。用紙に関するご注意

カタログコード：CLBZLM3A（2026年10月1日現在）

※1：<LM>シリーズ1台あたりの価格です。<LM>シリーズ台数分の購入が必要です。
※2：基本使用料金月額固定（1,100円（税別））のプランもございます。
※3：基本使用料金月額固定（350円（税別））のプランもございます。
※4：＜LM＞シリーズ共通：オプションのG3ファクスボード（PR3FB0）が必要です。LM-C6000/LM-C5000/LM-C4000の場合、本オプションご利用時はファクス回線は最大2回線となります。
※5：ICカードでの認証を行う場合は、対応のカードリーダーが必要です。
※6：サーバー単位の価格です。サーバー台数分の購入が必要です。1サーバーに接続できる機器は100台です。また、期間利用サービスパック1年、3年、4年での料金設定、基本使用料金月額固定（8,000円（税別））のプランもございます。
※7：基本使用料金月額固定（480円（税別））のプランもございます。
※8：＜LM＞シリーズ1台あたりの価格です。＜LM＞シリーズ台数分の購入が必要です。基本使用料金月額固定（1,200円（税別））のプランもございます。
※9：1ライセンスあたりの価格です。１ライセンス１ユーザーで２台のPCまで使用可能です。

本体有償ソリューション

ソリューション名 型番

OCR オプション YS1CR1

赤色消去 YS1AK1

グループ印刷 YS1GP1

IPファクス※4 YS1PF1

スキャン時に検索可能PDFが作成可能となるOCR機能

赤色や赤文字だけを消去してコピーする機能

部数印刷を効率化できる機能

IPネットワーク通信でファクス利用が可能、IPファクス（T.38）

55,000円※1※2

17,500円※1※3

17,500円※1※3

17,500円※1※3

内容 標準価格(税別）

認証印刷オプション

オプション名 型番

Epson Print Admin※5 -

Epson Print Admin Advanced Workflows※5 -

Epson Print Admin Serverless※5 SMCSVLESS

認証印刷オプション（サーバー集約型）、期間利用サービスパック：利用5年

Epson Print Adminの機能拡張オプション

認証印刷オプション（サーバーレス型）

432,000円※6

24,000円※1※7

72,000円※8

内容 標準価格(税別）

Document Capture Pro拡張機能オプション

オプション名 型番

Document Capture Pro Enhanced OCR YA1CR1 Document Capture Pro拡張機能用ライセンス 35,000円※9

内容 標準価格(税別）

受付時間：月曜日～金曜日 9:00～17:30（祝日、エプソン指定休日を除く）

ご導入後のお問い合わせにつきましては、販売店にご相談ください。

左記電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。
エプソンのスマートチャージ 導入検討のご相談

050-3155-8655

エプソンのスマートチャージ
対応モデルの機能について詳細はこちら epson.jp/biz_smc/

エプソンのスマートチャージ
サービス内容について詳細はこちら epson. jp /smc/

＜LM＞シリーズ共通 A3 A4

〒392-8502 長野県諏訪市大和3-3-5〒160-8801 東京都新宿区新宿4-1-6 JR新宿ミライナタワー

エプソンのスマートチャージ

e p s o n . jp / s m c /

カタログ

＜LM＞シリーズについて
詳しく知りたい方はこちら

オフィスを、もっと快適に、
サステナブルに。

※1：印刷速度 A4横片面の場合。※２：印刷速度 A4縦片面の場合。＊●測定基準：ISO/IEC24734●測定データおよび測定条件につきましては、エプソンのホームページをご確認ください。

40枚/分※2

40枚/分※160枚/分※1 50枚/分※1A3 複合機

A4 複合機
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